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皮膚癢痒症の 当帰飲子、 黄連解毒湯

　　　　　による漢方内服療法

近畿大学医学部皮膚科

大熊守也

【目的】 皮膚痕痒症は一般の 抗 ヒス タミ ン内服が思 っ た程効果が なく、 しか も内服に よる睡

気を伴う こ とが 多 く、 長期に 治療が及び 、 しか も難治 なこ とが 多い の で 、 漢方治療で よ い

方法を確立するため に こ の検索を行 っ た 。

【材料 、 方法】 82例の皮膚癌痒患者を 3 っ の グル ープ、 即ち 1、 ツ ムラ当帰飲子 7．5g，ッ ム

ラ黄連解毒湯 7．5g分3直後内服 （35症例）、 皿、 前者の み内服 （37例）、 皿 、 後者の み （10

例）、 を投与 、 著効 、 有効 、 無効〜増悪の 3段階に分けて 、 問診によ り効果を判定した 。

【結果】　 1群 、 著効 24 （69％）、 有効 8 （23％）、 無効 ・増悪 3 （9％）で 皿および皿群 と

統計的に有意差が ありよ り優れて い た 。 副作用は 1例で下痢一
例。

drop　 out は 1 、 33　 H 、

8、 Ml 例であ っ た 。

【考按】 今まで 、 それぞれ単独投与例は報告されて い るが両者併用例は報告が な く、 陽実 、

虚陰に用い る薬剤の組み合わせが問題で あるが温清飲もそ うで ある の で さ しっ かえ な い
。

【結論】 両者併用は皮膚癌痒症に優れた効果あり。
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